
事業実績シート（研修及び調査・研究） 

 

 

 

１ 事業の概要 

協会事業名 
□研修機関派遣事業（□市町村アカデミー  □国際文化アカデミー  ☑NERC） 

□地方４団体研修及び調査・研究事業 

自治体(団体) 
事業名 

研修機関派遣事業 

所管局部課 
自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

新上五島町 総務課 田坂 美紀 0959-53-1111 

事業期間 開始年 平成 16年 8 月 日 （ 14 年目） 

事業実施手法 ☑全部直営   □一部委託   □全部委託   □その他[        ] 

実施期間 （開始日）平成３０年５月３１日   （完了日）平成３０年７月１０日 

委託した場合の 
委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

 

 

 

 

 

研修及び調査・

研究の目的 
※実施前に予想し

ていた目標・目的を

記載ください。 

対象（誰を・何を） 目標・目的 

 

・建設技術者 

 

建設技術職員のスキルアップのため。 

 

 

研修及び調査・
研究の具体的 
内容 
※事業をまったく

知らない人でも、事

業の実施内容や実

施方法の概要が分

かるように記載し

てください。 

・土木地質の調査方法や長崎県の地質と問題点、地質図の作成演習等を学ぶ。 

・解体工時の積算について、積算実務演習を交えて詳しく学ぶ。 

研修及び調査・

研究の背景、 

これまでの経緯

及び現状 

(事業開始の背景) 

・現場に活かせる地質、地盤の基礎知識：長崎県内の地形地質が複雑で災害履歴が多い。 

・解体工事積算演習：本町には解体工事を専門とする業者が存在しない。 

 

 

 

(経緯・現状) 

（公財）長崎県建設技術研究センターで実施される研修は受講している。 

 

 



事業実績シート（研修及び調査・研究） 

 

 

２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円）   63,910 円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金    

県支出金    

地方債    

その他    

市町振興共同事業助成金   42,606 円 

一般財源   21,304 円 

目
標
・
目
的
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 前々年度 前年度 当該年度 

① 

一般研修受講回数 必要とされる研修に受講さ

せる 
回 

目標   2 

実績   2 

目標達成率（％）   100 

② 

  
 

目標    

実績    

目標達成率（％）    

 

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

（１）実施することによるメリット 

（内容、程度等） 

・現場に活かせる地質、地盤の基礎知識 

：地質特性を知ることで安全設計に繋がる。また、知らないと地盤が滑った際の不要な

事業費の増大に繋がる恐れがある。 

・解体工事積算演習：本町に専門業者がいないことから、具体的な事例を元に解体工事の積算方法を学び比較

することができた。 
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４ 有効性の点検、実現性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）目標（目的）指標の達成状況 

☑目標（目的）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□目標（目的）指標の実績値は、目標を下回った 

（２）実施前、想定していた目標・目的が達成できた理由またはできなかった理由 

 

実
現
性
の
点
検 

（１）事業への反映 （具体的内容） 

☑成果は事業（実務）に反映できる 

□成果は事業（実務）に反映できない 

 

 

 

（２）公共性の評価 （具体的内容） 

本研修及び調査・研究を通じて 

☑住民へ利益を還元できる 

□住民へ利益を将来的に還元できる 

□住民へ利益を還元できない 

 

 

 

 

 

５ 今後の方向性 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
☑現状維持 

 実施予定時期     

有効性の点検から □目標・目的未達成 □目標・目的達成 □類似事業との統合 
☑現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から □事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
☑現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容 

現場において適宜対応できるよう準備をしておくため。 

 

 

 

 

 


